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虫の声と涼しい風に秋を感じる季節となり，診療や学問に適

した「頭（あたま）」に切り替わってきました．このたび神経内

科領域から長年本誌に貢献されてきました安藤哲朗先生を引き

継ぐ形で，本誌編集委員に就任させていただきました．よろし

くお願い申し上げます．本誌は脊椎・脊髄の基礎から臨床を扱

う学際的な大変ユニークな雑誌です．臨床各科にはそれぞれの

歴史や価値観，行動様式といった「文化」があり，それぞれの科

の先生は硬い「石（医師）あたま」になっています．同じ一人の

患者さんを診るときも各科それぞれの「文化」で異なった診か

たをしますので，患者さんはもちろん医師側にも混乱が生じや

すくなります．本誌は脊椎・脊髄疾患を扱う各診療科の垣根を

低くして「異文化交流」にこれまで大きな貢献をしてきたと思

われます．1988 年に創刊され来年で創刊 30 年を迎え，私の医

師人生とともにあった雑誌です．手元に創刊号がありますが，

特集は「脊椎脊髄のMRI 診断」です．MRI の出現により，脊椎・

脊髄疾患の診断と治療は格段に進歩し，まさに隔世の感があり

ます．

創刊号の巻頭には，当時の編集顧問の小野啓郎先生による「創

刊の辞」があり，編集方針についてのいくつかの注文が述べら

れております．その中には，前衛的な積極的主張と同時に現実

の診療上の課題を忘れないこと，同人誌めいた独善に陥らない

よう健全な批判精神を欠かさないことなどがあり，Letters to

the Editor 欄の活用を促しています．また，医者だけでなく生

物学者や工学者を参入させて，違った眼でみた脊椎脊髄につい

て語ってもらいたいとの希望もあります．これらの点を心の隅

において，編集に携わっていきたいと思います．また，神経内

科の先生方にも気軽に手に取っていただき，脊椎・脊髄への親

和性を高めていだけるように努めていきたいと思います．

さて，本号の特集は「側方進入腰椎椎体間固定術（LLIF）」で

す．門外漢の神経内科医には手術のことは「異文化」で，詳細は

わかりません．新たな手術法の開発には，勇気や情熱とともに

困難に打ち勝つ忍耐と努力がまず必要で，外科の先生方には大

変頭が下がります．そして，一例一例の手術経験で常に創意・

工夫をしながら，徐々に安定した効果を生む技術が確立されて

いくものと思われます．一部の「神の手」に委ねられる手術法

ではなく，確実な効果が得られ，しかも安全にできる技術が普

及していくことが最も望まれます．合併症の予防はいうまでも

なく，漏れのない適切な術前評価と術後管理などチーム力の結

集が重要です．第一線で先頭を切って走っておられる経験豊富

な先生方による本特集が，LLIF が確実で安全な手術として普及

していく一助になると確信しています．

（亀山 隆）
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